
 

 美幌町図書館  

 

美幌町は数年前までお世話になった私の美容師さんの実家があり、カットしてもらってい

る間、美幌町についてよく話しをしたものでした。必ず行ってくださいと言われたのが、点

香苑という肉まん屋！美幌駅から歩いて 6 分ほど。大きいから１つで十分ですよと教えて

くれたので、買いに行ってみたら確かにでかい！コンビニサイズより 1.5 倍ぐらい大きい

かと。子供の顔の大きさぐらいじゃないでしょうか。駅に戻って駅舎で食べて満腹でした。

肉汁たっぷり。玉ねぎの甘みが美味い！お勧めです。焼売や餃子もあって食べたいのですが、

とても食べきれません。完売したら閉店するので早めに行かれた方が良いです。 

 

人口は 17,000 人ほど。札幌から JR の場合約 5 時間ですが、丘珠空港や新千歳から美幌

町近郊の女満別まで空路で 45 分ほどのフライトです。でも空港から美幌駅まで直接の公共

交通がないので、乗り継いで４時間ほどかかる場合もあります。ちなみに自動車なら 15 分

かかりません。 

北見駅から JR、バスいずれでも美幌へ行くことができます。図書館へは駅から徒歩 20

分ほどかかりますが、町営バスは 1 日 4 本ほどあり、タイミングが合えば図書館まですぐ。 

住宅街にある三角屋根の建物が図書館です。蔵書は 10 万冊ほど。1979 （昭和 54）年

に建ちました。 

郷土資料コーナーを眺めると美幌町出身、文化人類学者であり思想家の山口昌男氏

（1931〜2013）の著作物がずらっと並びます。 

NHK アーカイブス HP に詳しく紹介されています。「14 歳で迎えた終戦とともに戦争で

閉鎖されていた図書館が解禁され山口は図書部員となり本の世界に没頭する。昭和 26 年東

京大学文学部国史学へ進むも人類学に興味を持ち、都立大大学院へ進学。院ではアフリカに

関心を寄せ研究を積む。1963 （昭和 38）年ナイジェリア国から招聘されイバダン大学の

講師となり、部族の語り部たちが語る物語や神話・祭りのフィールドワーク調査を重ねた。

フィールドワークとともに山口の思想の源となったのは『書物』であった。膨大な量を興味

の赴くまま読み解き、そこから生まれる閃きを基に新たな発見を見出す。中でも、イタリア

仮面劇のアルレッキーノから始まり古今東西の文化の領域を超えて、『道化』がもたらす社

会的な役割を論じた『道化の民俗学』は熱い注目を浴びることとなった。時代や場所や既存

の学問領域にとらわれずに論じる山口の手法は、論文のみならず、当時の大学の人的交流に

も風穴を開け、『開かれた』学際交流を続けていった。 

60 歳の時には福島県昭和村で解体が予定されていた小学校に『文化再学習センター』を

オープンし、蔵書 4 万冊の書庫を作るとともに、自然や景観が発するものを感受できる人



間の育成教育の重要性を説いた(現在は札幌大学構内の山口文庫に引き継がれている)。また、

一方で『敗者の精神史』など日本の歴史の中に埋もれた人々の軌跡を発掘・分析し、見過ご

されてきたものの中に現代日本を活性化させる知恵があると示した。 

何事にもとらわれることなく人間の生きる日常を見つめ、書物を探求し、未知の叡智の発

見を世に問い続けた山口の思いが語られる。」 

  

もう 1 冊気になったのが『北見の森のおじいさん』北海道美幌高等学校地域資源応用科地

域資源研究班 3 年生編（2014 （平成 26）年発行）です。和種ハッカの生産について綴っ

た絵本。ハッカ油は美幌町のふるさと返礼品になっています。本書をどうしても入手したく

メルカリで見つけたので即ゲットしました。あいにく道立や札幌中央図書館では所蔵してい

ません。 

  

美幌から北見相生駅という 36 キロほどの距離を 1985（昭和 60）年まで運行していた

相生線についてちらっと触れておきます。北見相生から阿寒を経由して太平洋の白糠まで繋

ぐ計画があったそうです。この鉄道があったら本当に便利だったのにと、鉄道への淋しさを

感じました。 

 

最後に美幌のアスパラガスはグレード高い！美幌ってかなりグルメな町かも。書ききれま

せん。他にも美味い店たくさんあるので。 
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